
 
 

令和元年度 ＦＤ・ＳＤ講演会実施報告 

 

１ 日 時  令和 2年 2月 14日（金）14時 00分～15時 30分 

 

２ 場 所  名古屋市立大学 滝子（山の畑）キャンパス 

                       ２号館アクティブラーニング教室 

 

３ 内 容  学生相談・学生支援の現状と課題 

    （講師）名古屋大学 学生支援センター 鈴木 健一 教授 

 

４ 参加者数 ６０名（教員４３名、職員１７名） 

 

５ アンケート結果 （略） 

 

６ 今後の課題等 

 ・想定より多くの参加者が集まり、質疑応答も活発に行われた。講演終了後も講師に質

問をする参加者が何名も見られるなど、このテーマへの関心の高さが伺えた。 

 ・当日実施したアンケートでは、本学においても学生支援は重要な事項であり、この講

演を通じて、障害がある学生と接する際の工夫や教職員の連携の必要性など、今後の

ヒントや考えるきっかけとなったという回答が見られ、講演会を開催した意義があっ

たと考えている。 

 ・（カウンセラーではない）現場の教員は何をすべきか、キャンパスが分散している他の

大学における学生支援体制はどうなっているのか、新規採用者研修に取り入れるなど、

広く教職員が学ぶことができる機会があると良いなど、これからのＦＤ活動に関する

ご意見をいくつも頂いた。今後の課題としたい。 

 

（講演会の様子） 

    
 

 


